
チュートリアル（有料）

チュートリアルとは︖︖

チュートリアルとは、最新のトピックスに繋がる基礎的内容をこれから新たに学ぼうとする学⽣や企業⼈を対象とした⼤
学の講義のスタイルのセミナーです。なお、本講演は有料です。

受講料︓社会⼈・学⽣（会員・⾮会員） 2,000円（税込）※テキスト代込
受講料は、チュートリアル当⽇、各会場のチュートリアル受付にてお⽀払ください。
⼈気の講義は満席となる可能性もございますので、オンライン事前予約をお勧めいたします。
予約ページ︓http://meeting.jsap.or.jp/tutorial.html

フーリエ変換と相関積分，畳込積分で統⼀的に理解する光学機器

⽇時︓3⽉14⽇（⽕）9:00〜12:00 (休憩10分) 会場︓416

志村 努 (東京⼤学，⽣産技術研究所)

1982年東⼤⼯学部物理⼯学科卒． 1987年同⼤学院⼯学
系研究科物理⼯学専攻博⼠課程修了，⼯学博⼠． 1987年
東京⼤学⽣産技術研究所助⼿，1994年同講師，1995年同
助教授，2004年同教授，現在に⾄る． ⾦属蒸気レーザー
による画像輝度増幅，フォトリフラクティブ効果，位相共
役光学，ホログラフィックメモリー，パルス光の波⻑変換，
スピン波光学などの研究に従事． 応⽤物理学会フェロー，
OSA Senior Researcher．

情報通信システム，結像光学系，光源強度の空間分布と空間的
コヒーレンスの関係，フーリエ分光法，フーリエ領域OCTなど，
⼀⾒無関係に思える機器や現象は，実は全てフーリエ変換と相
関積分，畳込積分の組み合わせで説明つく． したがって，上
記のシステムの動作原理を，どれか⼀つすでに理解していれば，
それ以外のものもアナロジーによって⽐較的容易に理解できる．
本講義では，まずは1次元，2次元のフーリエ変換の性質と，
相関，畳込の関係について復習し，これを各システムに適⽤し
ていく． ひとたび⽅法論を理解してしまえば，システムの定
性的な性質はいちいち計算をすることなく，直感的に理解でき
るようになるであろう．

ペロブスカイト太陽電池の基礎およびその研究最前線〜⾼効率化、耐久性、Pb フリー〜

⽇時︓3⽉15⽇（⽔）9:00〜12:10 (休憩10分) 会場︓414

早瀬 修⼆ (国⽴⼤学法⼈・九州⼯業⼤学)

⼤阪⼤学理学研究科修⼠課程を1978年に修了後、1983年
に⼤阪⼤学より理学博⼠号取得。 1978年、株式会社東芝
に⼊社。ケイ素―アルミニウム錯体開環潜在触媒、ULSI
⽤超微細加⼯、有機ポリシランの研究に従事。 その間
1988-1990 年に⽶国ウイスコンシン⼤学、R.West研究
室でポリシランに関する研究に従事。 2001年より国⽴⼤
学法⼈・九州⼯業⼤学・教授。2009年からJSTさきがけ
「太陽光と光電変換機能」研究領域研究総括。 1992年⽇
本化学会の化学技術賞受賞など。現在の研究テーマは有機
/無機ハイブリッド太陽電池。

ペロブスカイト太陽電池の効率は20%を超え、シリコン
系太陽電池に⾁薄している。 本講義では作製⽅法や⾼
い発電効率を実現するメカニズムなどの基礎を講義する。
次に、⾼効率化、⾼耐久性、Pbフリー化など最新の研究
動向を紹介する。 また、我々の研究結果である結晶⽋
陥、ヘテロ界⾯⽋陥に着⽬した⾼効率化、安定化、⾚外
光電変換へのアプローチを含めて議論する。

プラズマプロセス制御のためのプラズマシミュレーション基礎〜表⾯反応の理解を中⼼に〜

⽇時︓3⽉14⽇（⽕）9:00〜12:10 (休憩10分) 会場︓413

浜⼝ 智志 (⼤阪⼤学⼯学研究科)

1982年︓東京⼤学理学部物理学科卒業
1982年-1987年︓同⼤学院修⼠・博⼠課程。理学博⼠
1984年-1988年︓ニューヨーク⼤学（⽶国）⼤学院数学
科博⼠課程。Ph.D. in mathematics
1988年-1990年︓テキサス⼤学（⽶国）核融合理論研究
所（IFS）・研究員
1990年-1998年︓IBM（⽶国）T.J.ワトソン研究所・主
任研究員
1998年-2004年︓京都⼤学・エネルギー科学研究科・助
教授
2004年-現在︓⼤阪⼤学・⼯学研究科・教授

近年の半導体チップにおける３次元構造や新規材料等の導⼊に
より、その製造⼯程にも、従来技術の延⻑ではない新規プロセ
スの導⼊が求められている。 特に、新規の材料に対して原⼦
スケールの精度での膜堆積や加⼯が求められる際には、プラズ
マに接する物質表⾯上の化学反応に関する深い理解が、新規の
プロセス技術開発にも重要な役割を果たす。 本チュートリア
ルでは、プラズマから照射される各種粒⼦と物質表⾯との相互
作⽤を解析するツールとしての分⼦動⼒学シミュレーションと
第⼀原⼦（量⼦⼒学）シミュレーションについて概説し、対応
する実験結果との⽐較の議論も含め、シミュレーション結果を
実際のプロセス開発にどのように応⽤できるか、その⽅法論を
詳細に議論する。 また、よりマクロなスケールを対象とした
各種シミュレーション（形状シミュレーションからプラズマシ
ミュレーション）についても、マルチスケール物理の観点から、
その概要と相互関係について議論する。



スピントロニクス⼊⾨

⽇時︓3⽉15⽇（⽔）9:00〜12:10 (休憩10分) 会場︓413

⾼梨 弘毅 (東北⼤)

1981 東京⼤学理学部卒業
1986 東京⼤学⼤学院理学系研究科（博⼠課程）修了 東
北⼤学⾦属材料研究所助⼿
1994 同助教授
1994-1995 アレクサンダー・フォン・フンボルト客員研
究員としてドイツ・ユーリヒ研究センターに滞在
2000 東北⼤学⾦属材料研究所教授（〜現在）
2009 同副所⻑ 応⽤物理学会論⽂賞（解説論⽂賞）
2011 ⽇本⾦属学会増本量賞 ⽇本磁気学会出版賞
2012 ⽇本磁気学会論⽂賞
2013 IEEE Magnetics Society Distinguished Lecturer
2014 東北⼤学⾦属材料研究所所⻑（〜現在）

A. 磁気の基礎
1. 磁気の単位
2. 磁化曲線，磁気異⽅性
B. スピントロニクスの基礎
1. 薄膜（⼈⼯格⼦）作製・評価法，垂直磁化
2. 巨⼤磁気抵抗効果，トンネル磁気抵抗効果
3. スピントロニクスの諸現象（スピン注⼊，スピントルク，
etc.）
4. スピン流

チュートリアル（有料）

⾛査電⼦顕微鏡と⾛査プローブ顕微鏡によるバイオイメージングの基礎と応⽤

⽇時︓3⽉16⽇（⾦）13:30〜16:40(休憩10分) 会場︓419

⽜⽊ ⾠男 (新潟⼤学 ⼤学院医⻭学総合研究科（顕微
解剖学）)

1982年新潟⼤学医学部卒業。1986年新潟⼤学⼤学院医学
研究科修了。医学博⼠
1986年岩⼿医科⼤学医学部助⼿、1988年同講師、1990
年北海道⼤学医学部助教授を経て、1995年に現職の新潟
⼤学医学部教授となる。
2014年からは、新潟⼤学教育研究院医⻭学系⻑、医学部
⻑、医学科⻑を務めている。
専⾨は解剖学、とくに組織学。2006年に⽇本顕微鏡学会
学会賞（瀬藤賞）を受賞。

⾛査電⼦顕微鏡と⾛査プローブ顕微鏡は、試料の三次元表⾯形
状イメージングには⽋かせないツールである。 しかし、バイ
オ材料は複雑かつ多様であることから、これらの顕微鏡による
バイオイメージングにはある程度の知識や経験が必要とされる。
そこで、ここでは、講義をおおよそ⼆部構成として、前半はお
もに⾛査電⼦顕微鏡による⽣物試料観察についての基礎と応⽤
を、後半は⾛査プローブ顕微鏡によるバイオイメージングにつ
いての基礎と応⽤を扱う。 とくに細胞や組織レベルの観察を
中⼼に、その三次元表⾯微細構造解析を⾏う際に必要な基礎知
識やノウハウを中⼼に解説を⾏う予定である。

ナノバイオ実験⼊⾨:意外と簡単に始められるバイオ分⼦実験

⽇時︓3⽉15⽇（⽔）9:00〜12:10 (休憩10分) 会場︓418

⼭下 ⼀郎 (⼤阪⼤学 ⼯学研究科)

1978年4⽉〜1987年3⽉ 松下電器産業 材料研究所
1987年4⽉〜1991年9⽉ 新技術事業団 戦略的創造研究推
進事業 研究員
1991年10〜1999年6⽉ 松下電器産業中央研究所 主任研
究員
1999年7⽉〜2003年3⽉ 松下電器産業 先端技術研究所
主席研究員
2003年4⽉〜2008年9⽉ 松下電器産業 先端技術研究所
主幹研究員
2008年10⽉〜2013年3⽉ パナソニック 先端技術研究所
主幹研究員
2013年4⽉〜2015年3⽉ パナソニック R&D本部 アドバ
イザー
2013年4⽉〜現在 ⼤阪⼤学⼯学研究科 特任教授
2003年4⽉〜現在 奈良先端科学技術⼤学院⼤学 物質創成
科学研究科 客員教授
2014年10⽉〜現在台湾交通⼤学 ⽣物化学技系 客員教授
（2017年7⽉まで）

本チュートリアルでは、バイオ実験を始めるために必要な最⼩
限の⽣物学の基礎知識と設備の説明から始め、普段の学会発表
では省略されてしまうバイオ分野での常識、バイオ実験技術を
省くことなく説明し、無機材料系の研究者がバイオ分⼦導⼊を
⾏える基礎構築を可能にする講義を⾏う。 最終パートではバ
イオ分⼦・技術を応⽤した最新の研究・技術、バイオ応⽤の今
後の展望について講義する。

学⽣や企業⼈を対象とした⼤学の講義のスタイルのセミナーです。


